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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業） 

分担研究報告書 

 

希少難治性てんかんのレジストリ構築による総合的研究 

 

研究分担者 白石 秀明 北海道大学病院小児科 講師 

研究要旨 

北海道地区における、稀少難治性てんかんレジストリ構築を開始した。長期的探索のためのレジ

ストリと、横断的探索のためのレジストリに関し、患者からの同意に基づき、平成28年12月末時

点で、32名の登録を行なった。 

 

Ａ．研究目的 

 希少難治てんかんの成因、経過を含めた実

態調査を行うための、症例登録を行い、相当

長期間にわたる探索研究を行うことにより、

本疾患に付随する問題点を明確にすることに

より、疾患克服のための体制作りを行うこと

を目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

 全国調査研究を北海道地区において開始し

た。国立病院機構静岡てんかん・神経医療セ

ンター倫理委員会にて許可承認された、研究

計画書に基づき、北海道大学病院における研

究計画書、患者への説明文書の作成を行い、

同院倫理委員会への提出を行い、平成26年10

月30日に同委員会の承認を得た。 

 国立病院機構名古屋医療センターにて構築

された、レジストリシステムを使用し、患者

登録を行った。登録内容は、病名、原因、発

症時期、知能指標、発作症状、脳波所見、神

経画像所見、社会生活状態、手術所見を登録

した。 

（倫理面への配慮） 

 上記研究計画に関しては、北海道大学病院

倫理委員会の承認を得ている。研究への参加

においては、説明文書に基づき、患者本人、

あるいはその代諾者に対して説明を行い、文

書にて同意を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

 32例（男17例、女15例）に対して、説明同

意を得た後、登録を行った。 

 てんかん症候群の内訳は、症候性全般てん

かん：7例、症候性局在関連てんかん：22例、

未決定てんかん：3例であった。特発性てんか

ん症例はなかった。 

 原因は脳血管障害：4例、感染症：4例、皮

質形成異常：2例、脳腫瘍：2例、視床下部過

誤腫：1例、Leigh脳症：1例、Dravet症候群：

3例、海馬硬化症：3例、結節性硬化症：1例、

大田原症候群：1例、West症候群：4例、裂脳

症：1例、Menkes病：1例、全前脳胞症：1例、

不明：2例であった。発達遅滞合併症例は23例

であった。 

 

Ｄ．考察 

 症例登録では、てんかん発作頻度の高い、

難治症例が多くを占め、病因も多岐に渡った。

横断研究への移行において、様々なてんかん

症候群の症状経過に関して、追跡が可能にな

ると考えられ、今後の知見の集積が期待され

た。 

 

Ｅ．結論 



 96

 長期的横断研究に移行する症例を蓄積でき

た。 

 

Ｆ．健康危険情報：なし 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

Nakajima M, et al. Remote MEG dipoles in

 focal cortical dysplasia at bottom of s

ulcus. Epilepsia 2016; 57: 1169-78. 

2.  学会発表 

白石秀明：よくわかる小児てんかん重積治療

 〜機序と病因からのアプローチ〜 第58回

日本小児神経学会学術集会 (2016年6月5日) 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

 1.特許取得：なし 

 2.実用新案登録：なし 

 3.その他：なし 

 

 

 

 

  

 


